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ハイライト: 

・海上工事とは？ 

・海上工事の難しさ？ 

・海上測量 

・海上工事での計測機？ 

 

 

 

 

 

 

 

現場おやじ 

の一言 

第１４回目は、「海上工事」についてです。 
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安全第一！！ 

 工事現場でよく見かけるのが『安全第一』です。 
 

 

 

 現場は、“工期（工事完成の〆切）を守る事”“工事費（工事を行う金

額）から利益を上げる事”“施工主（工事を発注する人）からの信頼を得

る事”などの何事よりも『安全が一番大事』という意味です。 

 労働災害（仕事している時に発生した事故）による死亡者は年間約

1,000人になり、そのうち建設業は約40％と最も多く、次いで製造業、運

送業の順になります。土木や建築の現場が最も危険な場所という事です。 

 昔は「トンネルを100m掘れば1人の確率で亡

くなる」と言われてきました。青函トンネル現

場では34名の坑夫が亡くなり、黒部ダム現場

では171名の方が亡くなり、ダム堤には慰霊碑

が有ります。過酷な現場であったことを物語っ

ています。 

 現在は機械化が進み、安全設備が改善され、安全規則の改定、安全パト

ロール、安全意識の向上により労働災害は激減してきています。それでも

毎年何人かの方が亡くなっています。私もゼネコン時代には死亡事故は経

験していませんが、重大災害（一時に３人以上の怪我人が発生する事故）

を経験しました。 

 事故が起こってしまうと、当然警察の現場検証があり、事情聴取、報告

書作成、事故反省会、安全対策会議、場合によってはある程度の期間現場

作業がストップします。私も経験しましたが、事故が発生すると、当然現

場の雰囲気も暗くなるし、いくら工期が守れても、いくら利益が出ても、

もう終わっています。何よりも仲間が犠牲になったことがショックです。 

 そんな想いのある言葉です。『安全第一』 



海上工事は、字のごとく『海』の上で行う建設工事です。 

海の上で何を造るかというと 

①防波堤・・・波を防ぐ堤防（津波を防ぐ堤防、波による護

岸の浸食を防ぐ堤防などがあります。）を造る工事です。

ケーソン（大きなコンクリートの塊）を陸上で造って、大型

のクレーン船で海上を運搬して、所定の位置に据え付けた

り、テトラポットをクレーン船で据え付けたりする工事で

す。 

 

②海上橋梁・・・陸と陸を繋ぐ海上の橋梁工事。本四連絡

橋、レインボーブリッジなどがあり、橋梁の基礎、橋脚、橋

桁を海上から造り上げていく工事です。海底に大きな杭を打

ち込んだり、大型のケーソンを橋の基礎のために大型クレー

ン船で運んで、据え付けたり、橋の桁を据え付けたりする工

事です。 

 

 

③埋立て・・・空港（関西空港、神戸空港など）や工業用地

やマンションを建てるために海を埋めて造成する工事です。

陸上の山を削った岩石や土を大型の土砂運搬船やベルトコン

ベアーを使って搬入し、盛土して、沈下しないように転圧し

て平らな土地を造っていく工事です。 

 

 

④桟橋・・・羽田空港Ｄ滑走路の海上桟橋や大型タンカーを

着岸するための桟橋（陸の近くでは海底が浅いので、船の底

が海底について座礁します。そのため、陸と離れた沖合に船

着き場を造ります。）などを造る工事です。 

鉄製の杭を海底に何本も打ちこんで、その上に鋼製のジャ

ケット（大きな板）を乗せていく工事です。 

 

⑤浚渫・・・船の底が海底に当たらないように、船の航路に

溜まった砂や泥を取ったり、ヘドロ掃除をします。 

大型の浚渫船についたクラムシェル（土砂をすくい上げるバ

ケット）を使って海底の土砂を掘って、土砂を運搬船で陸上

に運んでいきます。 

 

また、変わったところでは、風力発電の為の風車を海上に立てる工事

や、日本の排他的経済水域を守るための『沖ノ鳥島』の護岸工事、通信

の為の光ケーブルを海底に敷設する工事なども海上工事です。 

海上工事とは？ 
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  今回は、工種別で『海上工事』について説明していきます。 



Page 3 
海上工事の難しさ？ 

海上工事で難しいところは、 

①陸上と違って測量（位置や高さを出す）が難しい。 

・海の上にケーソンの位置、杭を打つ位置を明示することが出来ない。 

・時間によって、海面の高さが変わってくるので、高さが解らない。 

②海の状況によって工事の進み具合が変わっていく。 

・海上の天候は変わりやすく、強風や風向によって、波が高くなると、船が揺れて所定

の位置にケーソンを据えたり、杭を打つ作業が出来なくなります。 

（台風が近づくと、船も遠くの港に避難します。） 

・干潮満潮（時間）の差によって、船の高さが変わっていく。 

（海面が上がって、橋の下など今まで通れた所が通れなくなったりもします。） 

③移動時間がかかる。 

・陸上から所定の位置まで行くのに、船しかないので陸上に比べて時間がかかります。 

（極端ですが、沖ノ鳥島は東京から1,740km離れているので、船で約4日間かかるそうで

す。） 

 例えば、防波堤は右のような構造になっています。海底の上に基礎砕石を平ら

に盛土→その上にケーソンを据える→その上に上部コンクリートを打設→その周

辺に消波ブロック（テトラポット）を何個も据えて完成です。 

ケーソンは陸上で製作（型枠を組んで、そこにコンクリートを打設）します。ク

レーン船で運ぶ時にできるだけ軽くなるように、中は中空（空洞の部屋がいくつ

もある構造）になっており、据え付けた後にケーソンの中に土砂を入れて重たくし

て、ケーソンンを動かなくします。 

ケーソンを据える位置を出すのが、海上では難しくなってきます。（海の上にポイ

ントを明示できない） 

海上測量は、 

①据え付けポイントの見える陸上に測量機を設置して、測量機からのぞきながら

ケーソンや杭の位置を誘導。 

②クレーン船にGPS衛星から電波を受信してケーソンや杭の位置を誘導。 

する方法がよく使われます。 

 

ソーキ（特機事業部）には、海上測量を自動化したシステムがいくつかありま

す。 

①ジオモニ 

トータルステーションとズームカメラを一体化させることにより、トータルステー

ションの望遠鏡で覗いた映像を運転席にあるモニターにリアルタイムに映し出し、

ケーソンや杭の位置を自動で誘導するシステム。 

ソーキオリジナル（オンリーワン）の素晴らしい商品です。 

海上測量 



 今回は、安全関係についても語ってきました。さんざん、“現場は危な

い、怖い所”と言ってきましたが、ルールを守れば決して危険な所ではあり

ません。現場見学の機会があれば、ぜひ見に行って下さい。構造物が出来上

がる前なので、なかなか普段では見れない場面を見ることが出来ます。感動

です。 

      ルールを守って“自分の身は自分で守る” 

次回は「橋梁工事」について説明します。（６月上旬予定です。） 

ではまた、お付き合い下さい。     

では、また 
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株式会社ソーキ 

北陸出張所 今岡 

海上工事での計測機？ 

 海上工事で使用する計測機関係は“海中での鋼管杭やパイプなどの厚さを測る”

【06超音波厚さ計  超音波厚さ計水中セット MX-3・UMX（カタログVol.7 p06-

09)】、“港湾等の水深を連続して測る事によって海底の形状を測定し記録すること

が出来る”【08気象・水文観測機器 精密音響測深機 TDM-9000A（カタログVol.7 

p08-19)】などが有ります。 

 あとは、船上での通話、陸上と海上間の通話の為の無線機（海上は電波が混線し

やすいので、電波の強い商品がおすすめ）、測量機（レベル、トータルステーショ

ン）などです。 

 『安全第一』の続きで、現場での安全装備

について 

①ヘルメット・・・必ずかぶって下さい。 

②服装・・・作業着、半袖はＮＧ。 

③安全帯・・・高所での作業の時に必要。

（腰ベルトにつけたロープの先にフックがあ

り、フックを強固なものにかけて、転落しな

いようにするもの） 

④安全靴・・・中の先端部分に鉄板が入っ

た靴 

⑤安全チョッキ・・・反射テープ、安全灯が点

灯するチョッキの着用。夜間は必ず着用。 

②Zero Guide Navi  

陸上に設置した自動追尾式（望遠鏡が自動でプリズムを追っていきます。）の

トータルステーションから、クレーン船に付けたプリズムを常に追尾します。そ

のプリズムの位置からケーソンの位置を計算し、その結果を運転席のモニター画

面に映し出し、リアルタイムにケーソンの設計と現在の位置の差がわかるシステ

ムです。 

③船舶航行検知システム 

レーザーを利用して、レーザーの位置を船舶が通過すると、（離れた場所の）工

事現場へ船舶の接近をパトライトなどを使って知らせるシステムです。  

現場に関するご質問などが

あれば、メール下さい。 

E-mail: 

imaoka@sooki.co.jp 


